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１．目的 
このマニュアルは、小山市内の渡良瀬遊水地及び河川周辺において市が

主催又は共催するイベントの開催に当たり、クマの出没による事故を未然

に防止するとともに、クマの目撃又は遭遇時における適切な対応を定める

ことにより、イベント参加者及びイベント担当課職員の安全性を向上させ

ることを目的とする。 

 

２．適用範囲 
小山市内において過去にクマやクマらしき生物の目撃情報があった渡

良瀬遊水地及び河川周辺において市が主催又は共催するイベントに適用

する。なお、新たに目撃情報があった場合には、随時その区域を適用範囲

として加える。 

 

３．基本方針 
イベントの実施に当たっては、イベント参加者及びイベント担当課職員

の安全確保を最優先とし、クマの出没状況や現地の安全性を踏まえて開催

可否を判断する。また、クマの目撃又は遭遇時には、本マニュアルに基づ

き迅速かつ適切な対応を行う。 

ただし、現場の状況等により、特定の項目について実践が難しい場合は、

適宜代替案を検討し対応する。 

 

４．イベントの事前準備 
⑴．現地調査と情報収集 

イベント開催前に開催場所（イベント開催エリア及び集合場所や開催

エリアまでのルート等）を現地調査し、クマが利用している可能性があ

る場所（林道、草むら、湿地等）を確認するとともに、足跡、爪痕など

の痕跡の有無を確認する。あわせて、小山市で収集している出没情報の

確認及び隣接市町から出没情報を収集するとともに、クマが活発になる

季節や時間帯（例：春の出没増加、秋の食料探しなど）を把握する。 

  

⑵．関係機関との連携 

イベント中に緊急時の対応が必要となる場合に備え、関係機関等と円

滑に情報共有や支援要請ができる体制を構築するとともに、連絡先リス

ト及び対応フローを作成する。 
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⑶．会場の準備 

可能な場合は全面的な草刈りを実施し、視界を開けた状態を維持する。

全面的な草刈りが困難な場合は帯状に草刈りを行い、緩衝帯を設ける。

また、草刈り作業中に足跡、爪痕などクマの痕跡を発見した場合は、そ

の場で作業を中断し、イベント担当課責任者及び関係機関へ報告すると

ともに、周辺の状況を再確認し、リスク評価を行う。 

  

⑷．装備品準備 

    クマとの遭遇回避や遭遇した際に適切に対処できるよう、以下の装

備を準備する 

  ・クマよけの鈴や笛（クマに人の存在を知らせる） 

  ・クマ撃退スプレー（遭遇した際の撃退） 

  ・ライト類（早朝や夕方の視界確保） 

  ・無線機、携帯電話等の通信機器（イベント担当課職員間での情報共

有、連絡） 

  ・ハンドマイク、携帯用拡声器（遭遇時のイベント参加者の誘導） 

 

⑸．参加者への注意事項共有 

クマ対策に関する注意事項を記載した案内を事前にイベント参加者

へ配布するとともに、イベント開始前にクマに遭遇しない対策や、クマ

に遭遇した際の対処について説明を行い、安全対策についての認識を共

有する。イベント開始直前にも再度認識を共有するように努める。 

 

⑹．緊急連絡網・避難場所の確保 

運営本部とイベント担当課職員間で情報を共有するための緊急連絡

網を整備し、クマ目撃時や避難状況の確認などを迅速に行える体制を構

築する。また、周辺施設や避難可能な車両を駐車できる場所など、クマ

出没時に迅速に避難できる安全な場所をあらかじめ定めるとともに、イ

ベント担当課職員及び参加者が避難場所を把握できるようマップを配

布する。 

 

５．イベント開催判断の基準 
⑴．天候・視界の状況確認 

悪天候（曇り、雨、濃霧など）は視界が悪化し、クマの痕跡や接近の

確認が困難になるため、晴天で視界が良好な状況での開催が望ましい。

また、クマは暗い時間帯に行動することが多いため、日の出及び日の入
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りの時間を考慮し、イベントは明るい時間帯に限定して実施することが

望ましい。 

 

⑵．イベント開催可否の判断 

「最近のクマ目撃情報の頻度及び場所」、「開催予定地周辺における痕

跡の有無」、「天候及び視界の状況」、「装備品及びイベント担当課職員の

配置状況」「クマの冬眠期」等を考慮し、イベントの開催を判断する。な

お、開催予定地で直近２週間以内にクマの目撃情報があった場合、開催

予定地でクマの痕跡が多数確認される場合、悪天候や視界不良により安

全性の確保が困難な場合は、イベント参加者の安全を最優先とし、イベ

ントを中止する。 

 

６．イベント開催中の対応 
⑴．イベント担当課職員の配置 

クマの出没を早期に発見するため、イベント会場の要所にイベント担

当課職員を配置し、クマの痕跡や接近を監視しながら安全を確保する。

配置されたイベント担当課職員は熊よけ鈴、笛などを用いてクマに人の

存在を知らせる。併せて通信機等を携帯し、常に情報共有ができるよう

準備するとともに、クマの気配を察知した場合は他のイベント担当課職

員や参加者へ速やかに連絡する。  

また、イベント開始前に（参加者が集まる 1 時間ほど前）、視界が悪

い場所や草むら、茂み付近を念頭に、ある程度開けた場所からベアホー

ン等を使用し、クマの追い払いを実施する。なお、追い払い実施に当た

ってはコウノトリを始めとした他の野生生物への影響を十分に考慮し

たうえで可能な限り行う。追い払い実施後は周辺の安全確認を行う。さ

らに、イベント開催中は会場周辺を定期的に巡回して安全状況を確認す

るとともに、イベント担当課職員同士が無線機等で常時連絡可能な状態

を確保し、円滑な情報伝達を行う。あわせて、イベント担当課職員が見

張りの役割に集中できるよう十分な人数を確保する。 

 

⑵．グループ行動の徹底と安全確保 

イベント参加者による単独行動を禁止し、必ず複数人で移動するよう

指導する。また、イベント担当課職員は定期的にイベント参加者のグル

ープを確認し、単独行動者がいないか確認する。 

 

⑶．食べ物・匂いの管理 

食べ物はクマを引き寄せる可能性があるため、イベント参加者が持参
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する場合は堅牢な容器で保管し、飲食後のゴミは密閉容器に収納する。

また、食事が必要な場合は専用の飲食エリアを設け、エリア外での飲食

を禁止するとともに（水、お茶に限り可）、クマが近寄りにくい安全な場

所に飲食エリアを設定し、イベント担当課職員が巡回して状況を確認す

る。さらに、ゴミ箱は蓋付きのものを使用し、食べ物の匂いが外部に漏

れないよう管理するとともに、ゴミはイベント終了後速やかに回収する。 

 

⑷．痕跡や目撃情報の監視体制 

イベント開催中は、イベント担当課職員が適時、足跡、爪痕などの痕

跡を確認し、万が一発見した場合は現場の状況を調査した上でイベント

担当課責任者へ報告する。また、イベント参加者がクマを目撃した場合

や異常な動物の動きを発見した場合は、イベント担当課職員へ速やかに

報告するよう周知し、報告内容に応じて迅速な対応が取れる体制を確保

する。さらに、無線機や携帯電話等を通じてイベント担当課職員間にて

リアルタイムで共有し、状況に応じた判断及び対応を行う。 

 

７．イベント開催時におけるクマ出没時の対応 
⑴．クマ目撃時のイベント担当課職員対応手順 

イベント担当課職員がクマを目撃した場合は、目撃場所、確認時刻及

びクマの大きさや行動（餌を探している、移動中など）を確認し、その

内容を運営本部へ報告する。その上で、クマとの間に十分な安全距離を

確保するとともに、イベント参加者をクマから見えない場所へ誘導し、

クマを刺激するおそれのある急な動きや大声は避ける。また、目撃箇所

周辺には他のクマや子グマがいる可能性があるため、その周辺を慎重に

警戒し、イベント担当課職員はクマに近づかず安全な場所に集合して行

動する。運営本部は速やかに警察へ通報をする。 

 

⑵．参加者への情報伝達と誘導 

クマの目撃情報が確認された場合は、イベント担当課職員からイベン

ト参加者へ速やかに情報を伝達する。この際、イベント参加者がパニッ

クにならないよう冷静な口調で説明するとともに、無線機やハンドマイ

クを活用して指示を行う。 

例えば、「〇〇地点にクマが目撃されました。イベント参加者の皆さ

んは職員の指示に従い、指定の避難場所へ静かに移動してください。」

などと呼び掛ける。 

また、イベント参加者を安全な避難場所へ誘導するため、イベント担

当課職員は誘導役を担うとともに、複数の誘導係を配置し、迅速かつ混
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乱のない対応ができる体制を確保する。 

 

⑶．クマに遭遇した場合の具体的な行動 

クマを目撃又は遭遇した場合は、落ち着いて動きを止めるか、ゆっく

り後退し、クマを刺激するおそれがあるため絶対に走らない。また、大

声を出さず静かに行動し、車両や建物が近くにある場合は速やかに避難

して安全を確保する。車両に避難する場合、交通事故等の二次被害防止

のため、イベント担当課職員からの指示があるまでは発進せずに待機さ

せる。なお、遠方でクマを視認し、十分な距離が保たれている場合は、

声を出したり急な動きをしたりせず、静かにその場を離れて安全な場所

へ後退する。あわせて、目撃場所や時刻等の情報を運営本部へ報告する。

さらに、クマがこちらに気付いていない場合は急な動きを避けながら静

かにその場を離れ、クマが低姿勢になったり唸り声を上げたりするなど

警戒行動を示している場合は、クマとの距離を保ちながらさらに後退す

る。この時に、必ず背を向けないようにする。 

 

⑷．クマ接近時・攻撃時の対応 

クマが接近してきた場合は、落ち着いて行動し、急な動きを避けなが

ら距離を取る。この際、グループで行動している場合は分散せず、まと

まって行動する。熊撃退スプレーを携行している場合は、使用方法に従

い、必要に応じて使用できるよう準備する。万が一クマによる攻撃を受

けた場合は、首や頭を両手で守るとともに、できる限り身体を保護する。

なお、子グマを発見した場合は、近くに母グマがいる可能性が高いため、

速やかにその場を離れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※防御姿勢イメージ図 

 

 

⑸．出没後の情報共有 

「目撃場所・時間」や「クマの行動（移動、餌探し、威嚇）」、「発生時

の状況と対応方法」、「イベント参加者やイベント担当課職員の安全状況」
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等のクマの目撃や接近に関する詳細な情報を記録する。  

また、記録した情報は国や自治体、警察、環境保全団体、地域住民に

共有し、今後の周辺地域での対策に活用する。 

さらに、クマの痕跡が残っている可能性があるため、後日、開催地周

辺をイベント担当課職員や専門家と共に再調査し、安全性を確認する。 
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＜参考＞ 

８．クマの生態について 
1.  身体的特徴 

・成獣は全長 100～150cm、体重 30～100kg程度 

・体重は季節によって変動し、秋には冬ごもりに備えて脂肪を蓄積する 

ため、急増する 

・走行能力は人間より優れる、穴掘り、木登りが得意 

・嗅覚はイヌやイノシシなみに鋭い 

・聴覚は人間より優れているが、何かに夢中になると周囲の音に気が回 

らなくなることがある 

・視覚は他の野生哺乳類より優れているとは言えない 

・皮膚が剛毛に覆われているため、有刺鉄線に触れても平気 

2. 寿命 

・飼育下では 30 歳を超える記録がある。野生下での寿命は 15～20歳程 

度 

3. 食性 

・植物食中心の雑食性であり、季節に応じて様々なものを食べる 

・春: 草や木の新芽 

・夏: 昆虫類 

・秋: 木の実（堅果類） 

・その他、シカなどの動物の死体、魚など 

4. 冬眠 

・11月下旬～12月頃から 3 月～5 月頃まで、樹洞や岩穴、木の根本の穴 

などで冬眠する。冬眠中は摂食、飲水、排泄を一切行わないが、体温  

の降下度合いは他の冬眠動物と比べて少ない。出産したメスは冬ごも 

り明けが遅い傾向がある。 

5. 繁殖生理 

・繁殖が可能になる（性成熟）年齢はオスで 2～3歳、メスで 4歳程度 

・初夏に繁殖期を迎え、交尾後すぐ受精卵は子宮内膜に着床せず、晩秋 

まで着床が遅延する 

・出産は 1月下旬から 2月上旬頃で、妊娠期間は約 2ヶ月と短く、未熟 

な胎子を冬眠穴の中で育てる。出産するかどうかは、冬ごもり前の栄 

養貯蓄状態に左右される 

・1回の産子数は、1～2頭。2～3年に 1 度の割合で出産する 

 

6. 行動パターン 

・基本的には単独で行動するが、繁殖期にはオスとメスが一時的に行動 
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を共にする場合がある 

・なわばりを持たず、個体同士の行動圏が重なることがあり、食物が集 

中している場所では、複数の個体が同じ場所を利用する 

・1 頭あたりの行動圏はオスが 100 ㎢以上、メスが 50 ㎢程度と広範で、 

行動圏の大きさはその年の食物量やその分布、個体の分散などに応じ 

て変化する 

・子グマは、生後 1 年半ほど母親と行動を共にする。子連れのメスは、 

子グマが離乳するまで発情しないため、子育て期間中は繁殖に参加し 

ない 

   ・母グマは警戒心が非常に強いこと、子グマしか見えなくても小グマが

見える範囲に必ず母グマがいるため決して近寄らない 

7. 出没に関わる行動変化 

・クマは臆病な動物であり、基本的には人を避けて行動する。至近距離 

で人と出会ってしまった際に防衛本能で襲ってくることがあるが、積 

極的に攻撃してくることはほとんどない 

・人里の放置された果樹（柿、梨、桃、栗、ビワ、桑など）、農作物（ス 

イカ、デントコーン、カボチャ、米など）、家畜・家禽（牛、馬、豚、 

鶏など）、養蜂のハチミツ、生ゴミ、コンポストなど、人由来の誘引物 

に餌付くと、その場所に執着して頻繁に出没するようになる 

・学習能力が高く、追い払いや誘引物の除去・管理といった対策を継続 

することで、多くの場合、人の生活圏への出没を抑制することが可能 

・一般的には昼行性であるが、食物探索のために人の生活圏に接近する 

際は、薄明薄暮型の行動様式に変化する。秋には冬眠に向けて活動時 

間が長くなり、夜間の活動量も増加する 

・親元を離れた若いオス（2～4 歳頃）は分散期に移動が活発化し、長距 

離を移動することがあり、春から夏にかけて人里でよく出没する理由 

の一つとされている。 

 

 

※成獣個体の平均的な値を示しています。 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 環境省「クマ類の出没対応マニュアル（改訂版）」 


